
事例報告～福島県の除染の取組～ 

埼玉県環境部産業廃棄物指導課 

撤去・環境保全担当 技師 伊原 洋輔 

全体最適の行政マネジメント研究会 



プロフィール 

 

●名前  伊原 洋輔 

 

●現在の所属  埼玉県環境部産業廃棄物指導課（入庁７年目） 

 

●福島へ派遣  平成２３年９月から平成２４年３月まで、福島県 

          で派遣職員として除染の推進に関する業務   

「全体最適のマネジメント」との出会い 



除染とその推進に向けた課題 



事故 

福島第一原発 

事故由来の放射性物質による被ばく 

被ばくの低減 

除染 

除染とは 



一時保管 

仮置場 中間貯蔵施設 

最終処分施設へ 

仮置場ができない 

除染除去物を搬出できない 

除染が進まない 

放射性物質の行き先 



除染を効率よく進めるためには、仮置場が必要 

周辺の住民の理解が得られない 

仮置場の様子 



除染の進捗状況 

平成２４年６月１５日 読売新聞 

実際に除染が完了した住宅は、計画で示し
た量のわずか２％にとどまる。 

住宅の除染が進まない背景として、仮置場
の確保が進んでいないことなどが挙げられ
る。 

現在も仮置場の 

確保が課題 



「仮置場問題」解決策の検討と 

解決に向けた取組 



除染対策課で解決策を議論 

「相自時妙の対立解消テンプレート」を活用して議論 



地域対話フォーラム 

● H23年度 県内４会場で実施。一般県民約８９０名が参加 

● H24年度 県内５会場で実施予定。第１回は３００名が参加 

・放射線の専門家と一般県民が対話 

 

・放射線による健康影響や除染に関
する不安や疑問の解消 



仮置場現地視察会 

住民を対象にした仮置場現地視察会を開催 

● 仮置場を視察 

● 専門家からの説明 

仮置場への理解、不安を払拭 

仮置場の設置を促進 



御清聴ありがとうございました。 


